
3-1 施工計画書作成例（参考） 

１．施工計画書作成の要点 

施工計画書は、土木工事共通仕様書第１編１ʷ１ʷ４で「請負者は、工事着手前に工事目的物を完 

成するために必要な手順や工法等についての施工計画書を監督職員に提出しなければならない。」と 

規定しており、次の事項について記載する必要があります。 

（１）工事概要 

（２）計画工程表 

（３）現場組織表 

（４）指定機械 

（５）主要船舶・機械 

（６）主要資材 

（７）施工方法（主要機械、仮設備計画、工事用地等を含む） 

（８）施工管理計画 

（９）安全管理 

（10）緊急時の体制及び対応 

（11）交通管理 

（12）環境対策 

（13）現場作業環境の整備 

（14）再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法 

（15）その他 

なお、施工計画書の作成にあたっては、契約書及び設計図書に指定されている事項について、軽微 

なものを除き記載します。 

また、施工計画書の内容に重要な変更が生じた場合には、そのつど当該工事に着手する前に変更に 

関する事項について、変更施工計画書を作成し提出します。 

２．施工計画書の作成例 

請負者が作成する施工計画書の記載内容例及び留意点を以下に示します。 

なお、個々の工事の施工方法や留意事項等を取り入れた施工計画書であることの確認が必要です。 

（１）工事概要 

工事概要については下記の例示内容程度を、また工事内容については工事数量総括表の工種、種別、 

数量等を記入します。この場合工種が一式表示であるもの及び主要工種以外については、工種のみの 

記載でもかまいません。 

【例】工事概要 

工事名  ガス水道○○工事 

路線名（又は河川名）市道○○○○線（又は一級河川○○川） 

工事場所 上越市○○○地内（○○町○○丁目～○○町○○丁目） 

工 期   令和○○年○○月○○日 

令和○○年○○月○○日 

請負代金 ○○○○○○円 

発注者  上越市○○○○ 



【例】工事内容 

工事区分 工 種 種 別 細 別 単位 数 量 摘  要 

管工事 ガス仮設 布設 SGP ○○A ｍ ○○○  

 ガス本設 布設 PE φ○○○ ｍ ○○○  

  撤去 DA φ○○ ｍ ○○○  

       

         

（２）計画工程表 

計画工程表は、各種別について作業の初めと終わりがわかるバʷチャʷト等で作成します。作成に 

あたっては、気象や現地環境及び他工事の工種並びに資材納期等を含んだ計画工程を作成する。 

【留意点】 

1） 計画工程表は、施工計画書に綴じ込むものの他、工程管理用として１部作成し現場において管理

しなければなりません。 

2） 気象、特に降雨、気温等によって施工に影響の大きい工種については、過去のデʷタ等を充分調

査し、工程計画に反映させておく必要があります。 

3） 契約書添付の工程表との整合が必要です。 

4） 各工種の工期設定が施工量や施工時期を考え、適正に設定されているか把握します。 

【例】計画工程表 

工事名  ガス水道○○工事 

工事場所 上越市○○○地内 

工期   令和○○年○○月○○日から令和○○年○○月○○日 

種別 細別 単位 数量 
○月 ○月 

摘要 
1 15 30 1 15 30 

ガス仮設布設 SGP ○○A ｍ ○○    

廃止管撤去  式 1    

気密試験  式 1    

 

（３）現場組織表 

現場組織表は、現場における組織の編成及び命令系統並びに業務分担がわかるように記載し、主任 

技術者、監理技術者、専門技術者を置く工事についてはそれを記載します。 

【留意点】 

１）監理技術者は契約上、下請申告が出された場合に適用されます。 

①建設業法第２６条第２項 

②工事請負契約書第６条 

③公共工事標準請負契約約款第６条 

④下請契約約款第８条 

２）組織に変更があった場合は再提出しなければなりません。 

３）担当する職務、現場における担当責任者が明記されているか把握が必要です。 

４）観測等を実施する場合は、その連絡体制が必要になります 



【例】 現場組織表 

 

（４）指定機械 

工事に使用する機械で、設計図書で指定されている機械（騒音振動、排ガス規制、標準操作等）に 

ついて記載します。 

【留意点】 

１）発注者側の設定した指定機械との対比をします。 

 

  



 

【例】指定機械使用計画 

機械名 規格 台数 使用工種 摘要 

     

     

 

（５）主要船舶・機械 

工事に使用する船舶・機械で、設計図書で指定されている機械（騒音振動、排ガス規制、標準操作 

等）以外の主要なものについて記載します。 

摘要欄には用途を明記します。また、交通船と監視船が兼用の場合は、摘要欄に記載します。 

【例】主要船舶・機械使用計画 

名所 規格 性能 単位 数量 摘要 

バックホウ 低騒音 0.25m3 台 1  

      

      

 

（６）主要資材 

工事に使用する指定材料及び主要資材、また品質確認の手法（材料試験方法、品質証明書等）及び 

材料確認時期等について記載します。 

【留意点】 

資材搬入時期と工程表が整合しているか把握します。 

【例】主要資材計画 

品名 規格 単位 数量 品質証明 製造業者 
納入時期 摘要 

月 月  

ｶﾞｽ用 PE(定尺) φ150 ｍ ○○ 現地検査 ○○○   

PEʷEF ｿｹｯﾄ φ150 個 ○○ 現地検査 ○○○   

        

 

（７）施工方法 

施工方法には次のような内容を記載します。 

１）「主要な工種」毎の作業計画表又は作業フロʷ 

該当工種における計画表及び作業フロʷを記載し、各作業段階における以下の事項について記述 

します。 

２）施工実施上の留意事項及び施工方法 

工事箇所の作業環境（周辺の土地利用状況、自然環境、近接状況等）や主要な工種の施工実施時 

期等について記述する。これを受けて施工実施上の留意事項及び施工方法の要点、制約条件（施工 

時期、作業時間、交通規制、自然保護）、関係機関との調整事項等について記述します。 

また、準備として工事に関する基準点、地下埋設物、地上障害物に関する防護方法について記述 

します。 



３）使用機械 

該当工種における、使用予定機械を記載します。 

４）工事全体に共通する、仮設備の構造、配置計画等について位置図、概略図等を用いて具体的 

記載する。また、安全を確認する方法として、応力計算等も可能な限り記載する。その他、間接的 

設備として仮設建物、材料、機械等の仮置き場、プラント等の機械設備、運搬路、仮排水、安全管 

理に関する仮設備等について記載します。 

また、記載対象は、次のような場合を標準とします。 

１）「主要な工種」 

２）共通仕様書の中で「通常の方法により難い場合は、あらかじめ施工計画書にその理由、施工方法 

等を記載しなければならない。」と規定されているもの。 

３）設計図書で指定された工法 

４）共通仕様書に記載されていない特殊工法 

５）施工条件明示項目で、その対応が必要とされている事項 

６）特殊な立地条件での施工や、関係機関及び第三者対応が必要とされている施工等 

７）その他 

そのほか、共通仕様書において、監督職員の「承諾」を得て施工するもののうち事前に記載出来る 

ものについて及び、施工計画書に記載することとなっている事項について記載します。 

【例】承諾を要する事項及び予定内容 

共通仕様書関係条項 
名称 承諾を要する事項 予定している承諾内容 

編 章 節 条 項 号 

1 1 1 17   
工事現場発生

品 

発生土を任意の仮設工に

使用 

発生土の○○m3○○に使用 

3 1 1 12 3  
工事中の安全

確保 

指定された機械以外の使

用 

○○を○○としたい 

         

 

【例】施工計画書に記載する事項 

共通仕様書関係条項 
名称 記載を要する事項 

編 章 節 条 項 号 

10 4 3 1 2  
一般事項 原寸、工作、溶接に関する定められた事項について記

載する 

        

        

 

【留意点】 

施工方法についての留意点は次のとおりです。 

1）指定仮設又は重要な仮設工に関するもの、また応力計算等によって安全を確認できるものは、計 

算の記述がされているか。 

2）作業計画表及び作業フロʷの記述及び留意事項や施工方法の要点が、記述されているか。 



3）工事測量、隣接工区との関連についての記述があるか。 

4）共通仕様書において、承諾を要する事項及び施工計画書に記載すべき事項と指定された事項につ 

いて把握する。 

また、次の間接的設備が記載されているか把握します。 

 ①現場事務所、作業員宿舎、倉庫等の仮設建物 

②材料、機械等の仮置場 

③工事施工上に必要なプラント等の機械設備 

④運搬路（仮道路、仮橋、現道補修等） 

⑤仮排水 

⑥工事表示板、安全看板、立入防止柵、安全管理に関する仮設備 

⑦その他 

【例】作業計画表 

種別 施工方法 必要な資格・摘要 

1.準備工 1）初回打ち合わせ 

・設計図書の疑義確認 

・施工体制報告、工程打合せ 

・町内、関係機関への周知方法 

工事説明会有無 

2.現地調査 1）現地環境調査、他埋設物の立会照会 警察、消防、道路管理者 

   

 

【例】作業フロʷ 

準   備   工  初回打ち合わせ（設計図書の疑義確認、施工体制報告、工程打合せ、 

       ↓      町内、関係機関への周知方法） 

現  地  調  査  現地環境調査、他埋設物の立会照会 

       ↓ 

舗 装 切 断 工 

       ↓ 

掘   削   工 

       ↓ 

管  布  設  工 

 

さらに、 

・施工実施上の留意事項及び施工方法について記述します。 

・使用機械について記述します。 

・仮設備の構造、配置計画等について位置図、概略図等を用い具体的に記述し、また応力計算につ 



いて記述します。 

（８）施工管理計画 

施工管理計画については設計図書「土木工事施工管理基準及び規格値」「写真管理基準（案） 」等 

に基づき、その管理方法について記載します。 

１）工程管理 

バʷチャʷト等の作成様式のうち、何を使用するのかを記載します。 

２）品質管理 

その工事で行う品質管理の「試験項目」（試験）について、次のような品質管理計画表を作成します。 

【留意点】 

施工管理計画についての留意点は次のとおりです。 

１）必要な工種が記載されているか。 

２）工事規模に見合った管理回数となっているか。 

３）基準にないものの適用は妥当か。 

４）管理方法や処理は妥当か。 

【例】品質管理 

工種 試験科目 試験方法 規格値 試験基準 摘要 

ガス本設 気密試験 窒 素 昇 圧

(30kpa) 

対象管容量によ

る試験時間 

開始、終了時の

昇圧圧力が同

一 

監督職員の立

会 

密度試験 路盤 等締固め

密度 

砂置換法 路床○○％以上   

      

 

３）出来形管理 

その工事で行う出来形管理の「測定項目」についてのみ記載します。なお該当工種がないものに 

ついては、あらかじめ監督職員と協議して定めます。 

【例】出来形管理 

工種 測定項目 規格値 測定基準 出来形図 摘要 

配管工 深度 設 計図書によ

る（H=800） 

±0 断 面図に深度

を記入。 

 

      

      

 

４）写真管理 

その工事で行う写真管理について記載します。 

 

 

 

  



【例】写真管理 

区分 工種 撮影項目 撮影時期 撮影頻度 摘要 

着手前・完成 

着手前 全 景又は代表

部分写真 

着手前 1 回  

完成 全 景又は代表

部分写真 

完成後 1 回  

施工状況      

      

 

５）段階確認 

設計図書で定められた段階確認項目についての計画を記載します。 

【例】段階確認（段階確認書） 

種別 細別 確認時期項目 施工予定時期 記事 

架管 添架管 添架管布設、支持金具等 〇〇月○○日  

     

     

 

６）品質証明 

その工事の中で行う社内検査項目、検査方法、検査段階について記載します。 

（９）安全管理 

安全管理に必要なそれぞれの責任者や組織づくり、安全管理についての活動方針について記載しま 

す。 

また、事故発生時における関係機関や被災者宅等への連絡方法や救急病院等についても記載します。 

記載が必要な項目は次のとおりです。 

１）工事安全管理対策 

①安全管理組織（安全協議会等の組織も含む） 

②危険物を使用する場合は、保管及び取り扱いについて 

③その他必要事項 

２）第三者施設安全管理対策  

家屋、商店、鉄道、電気、電話、下水道等の第三者施設と近接して工事を行う場合の対策 

３）工事安全教育及び訓練についての活動計画  

安全管理活動として実施予定のものについて参加予定者、開催頻度等。 

４）関係法令、指針等の必要・参考事項の抜粋等 

主な法令等は以下のとおりです。 

・労働安全衛生法 

・土木工事安全施工技術指針 

・建設機械施工安全技術指針 

・建設工事公衆災害防止対策要綱 

・建設機械施工安全マニュアル 



【留意点】 

１）安全管理組織において、現場パトロʷルの体制や保安要員の明記が必要です。  

２）関係法令、指針の必要・参考事項が抜粋されているかなどを把握します。 

３）作業主任者の配置が必要な作業については、作業名及び作業主任者の氏名等を記載します。 

【例】安全管理組織 

労働安全衛生法で定められた責任者に応じて、各々記載する。 

 

 

【例】安全管理活動 

名称 場所 参加予定者 頻度 

朝礼 現場 現場作業従事者 毎日 

安全巡視 現場 安全巡視員 毎日 

    

 



（10）緊急時の体制及び対応 

大雨、強風等の異常気象時又は地震発生時の、災害防災及び災害が発生した場合に対する、体制及 

び連絡系統を記載します。 

 

【例】連絡系統図 

下記の箇所の、昼間及び夜間連絡先について記載します。 

① 発注者関係（事務所、出張所、主任監督員等） 

② 請負者関係（本社・支社、現場代理人、監理技術者・主任技術者等） 

③ 関係機関（警察署、消防署、労働基準監督署、救急病院等） 

④ その他（電力会社、ＮＴＴ等） 

 

（11）交通管理 

工事に伴う交通処理及び交通対策について共通仕様書第１編１ʷ１ʷ３２（交通安全管理）によっ 

て記載します。 

迂回路を設ける場合には、迂回路の図面及び安全施設、案内標識の配置図並びに交通整理員等の配 

置について記載します。 

また、具体的な保安施設配置計画、市道及び出入口対策、主要機械及び主要材料の搬入・搬出経路、 

積載超過運搬防止対策等について記載します。 

 

（12）環境対策 

工事現場地域の生活環境の保全と、円滑な工事施工を計ることを目的として、環境保全対策関係法 

令に準拠して、次のような項目の対策計画を記載します。 

１）騒音、振動対策 

２）水質汚濁 

３）ゴミ、ほこりの処理 

４）事業損失防止対策（家屋調査、地下水観測等） 

５）産業廃棄物の対応 

６）その他 

 

（13）現場作業環境の整備 

現場作業環境の整備に関して、次のような項目の計画を記載します。 

１）仮設関係 

２）安全関係 

３）営繕関係 

４）イメージアップ対策の内容 

５）その他 

 

（14）再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法 

再生資源利用の促進に関する法律に基づき、次のような項目について記載します。 

１）再生資源利用計画書 



２）再生資源利用促進計画書 

３）指定副産物搬出計画（マニュフェスト等） 

 

（15）その他 

その他重要な事項について、必要により記載します。 

１）官公庁への手続き（警察、市町村） 

２）地元への周知 

３）休日 

４）施工体制台帳、施工体系図、誓約書（必須） 

5）施工体制台帳に添付する書類（必須） 

 



3ʷ2 EF接合チェックシート（様式例）
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平 面 図      （オフセット図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配 管 図      

オフセットは、移動するもの（電柱等）でなく、移動の少ないも

の（官民境界）及び、降雪時確認のため高さのあるものから原則

計測を行うこと。 

 マンホ－ルからの測定も可としますが、竣工図の平面図にもマ

ンホ－ルを記入すること。 

 竣工図の平面図を使用し、原則“北上”としますが、読取りを

優先した場合、方位が分かるように標記を行うこと。 

 台帳の目的に合わせたオフセット図であること。（排泥弁） 

原則、竣工図の配管立体図を基に、台帳構造物の周辺

が入るように切出して標記を行うこと。 

 台帳の目的に合わせた配管図であること。（排泥弁・

伏越し） 



ガス・水道 バルブ台帳 

図郭番号  台帳整理番号 ＶＶ． 図面位置  

所 在 地   

施工者名   局 監 督 者 名   

路 線 名   設 置 箇 所 車道・歩道・路肩・他 

道路区分  国道・県道・市道・私道・農道・私有地・その他（      ） 

路面状況  アスファルト・コンクリート・砂利・砂・土・他 

弁 種  弁体口径  接 続 形 式  

閉 方 向  右 ・ 左 メ－カ－名  
設 置 管 圧 力 

(ガスの場合 ) 高・ 中 ・低 

管 内 面 状 況 

（水道の場合）  
管 外 面 状 況 

（被服等の良否）  ボ ッ ク ス 型 式  

発 注 番 号 H. 年 NO.  竣工年月 H. 年 月  

－位置図－ 

            履         歴 （修理・その他） 

年 月 記     事 検 閲 者     報 告 者     

    

    

    

 

現状とおり。 

ソフトシ－ル仕切弁（フラン

ジ）・NS ソフトシ－ル仕切弁

（受挿型・両受型）・バタﾌﾗｲ

弁（フランジ）など 

ビニ－ル弁についてはフラン

ジ型か RR 短管付かを記入 

フランジ継手・メカニカル継

手・RR 継手・ねじ込み継手 

ビニ－ル弁については弁体の

一時側・二次側で判断。 

管内面のサビ有無の記入。 

一・二次側共に新設の場合は記

入不用。 

ただし、切り落として設置した

場合は要記入 

新設管に設置の場合は記入不要。

既設管に設置した場合は面食ま

たは、孔食あり・なしを記入。 

型 式 を 記 入 。

53HK などﾊﾞﾀﾌﾗｲ

弁ﾎﾞｯｸｽ等につい

ては型式・寸法

（φ600*H など）



排 泥 弁 台 帳        

図郭番号  台帳整理番号 ＶＤ． 図面位置  

所 在 地   

施工者名   局 監 督 者 名   

路 線 名   設 置 箇 所 車道・歩道・路肩・他 

道路区分  国道・県道・市道・私道・農道・私有地・その他（      ） 

路面状況  アスファルト・コンクリート・砂利・砂・土・他 

弁 種  弁体口径  接 続 形 式  

閉 方 向  右 ・ 左 メ－カ－名  ボックス型式  

管内面状況  発 注 番 号 H. 年 NO.  竣 工 年 月 H. 年 月 

－位置図－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            履         歴 （修理・その他） 

年 月 記     事 検 閲 者     報 告 者     

    

    

    

注意事項 1.裏面のオフセット図には排泥口のオフセットも記入すること。 

       2.裏面の配管図には排泥管も記入すること。 

ソフトシ－ル仕切

弁・ビニ－ル弁等 

型式を記入。

53HK など。 

主にネジ継手・一次側・二次

側で異なる時は両側記入とす

る。 

管内面のサビ有無の

記入。 

新設の場合は不用。 



水取器台帳 

図郭番号  台帳整理番号 Ｗ． 図面位置  

所 在 地   

施工者名   局 監 督 者 名   

路 線 名   設 置 箇 所 車道・歩道・路肩・他 

道路区分  国道・県道・市道・私道・農道・私有地・その他（      ） 

路面状況  アスファルト・コンクリート・砂利・砂・土・他 

水取器形式  水取器口径  メ － カ － 名  

立管管種  立管口径  ボックス型式  

管外面状況  発 注 番 号 H. 年 NO. 竣 工 年 月 H. 年 月 

－位置図－ 

 

            履         歴 （修理・その他） 

年 月 記     事 検 閲 者     報 告 者     

    

    

    

 

GMⅡ型水取器・PE 水取器 A・B ﾀｲﾌﾟなど。 

A：水取器の上部から立管があるもの。 

B：水取器の下部から立管があるもの。 

水取器に直接接続してい

る立管の口径。  

 なお、キャップサイズ

は必ず 20A であること。 
ガス管の管外面の状況につい

ての判定。前後新設管に設置

の場合は記入不要。既設管に

設置した場合は面食または、

孔食あり・なしを記入。 

型式を記入。

52HK など。 

接続部口径。 

水取器に直接接続し

ている立管の管種。 



伏越し台帳 

図郭番号   台帳整理番号 FW. 図面位置   

所 在 地   

施工者名   局 監 督 者 名   

路 線 名    

施設種別  水路（FW）－ 上越し・伏越し  道路伏越し（FR）  軌道敷伏越し（FJ）         

管 種   口 径    延 長  

土 被 り  保 護 管 管種 保 護 管 口 径  

離 隔 距 離  発 注 番 号 H. 年 NO.  竣 工 年 月 H. 年 月 

－位置図－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

占  用  記  録 

占 用 目 的    

申請年月日    

占 用 期 間    

占 用 料    

更新申請年月日    

備 考 

 注意事項 1.裏面の配管図には構造物を含め記入すること。 

ガス・水道管の前後土被り 1.5 倍以上または埋

設深度 0.8ｍ程度で施工したため水路等の伏

越しが発生し、その土被りが 1.5ｍ以上になっ

た場合作成。 

 上越しについてはすべて作成。 

 上記の条件に満たない伏越については竣工

図の配管立体図に構造物との離隔距離がわか

るように記入すること。 

構造物からの離

隔距離を記入。 

国道・県道・市道において横

断した場合作成。 

 

伏越しの延長。エルボ

からエルボまでの延

長。 



橋梁添架台帳 

図郭番号   台帳整理番号 FB. 図面位置   

所 在 地   

施工者名   局 監 督 者 名   

河 川 名   橋 梁 名  

管 種   口 径    延 長  

防食・防護

処 置 方 法 
ＦＲＰ・保温（      ）・保護管のみ・塗装・なし 

伸縮管型式  ﾒ－ｶ－名  
伸縮可とう設

備 有 無 
有・無 

発注番号 H. 年 NO.  竣工年月 H. 年 月  

－位置図－ 

            占  用  記  録  

占 用 目 的  占 用 面 積   

申請年月日  占用申請先  

占 用 期 間  許 可 番 号  

占 用 料  許可年月日  

更新申請年月日 
 

許 可 番 号  

備 考 

 

保温材質を記

入。例.ステン

レス鋼材など 

カタログに記され

ている型式を記

入。 



ガス・水道 タ－ミナル台帳 

図郭番号  台帳整理番号 Ｔ． 図面位置  

所 在 地   

施工者名   局 監 督 者 名   

路 線 名   設 置 箇 所 車道・歩道・路肩・他 

道路区分  国道・県道・市道・私道・農道・私有地・その他（      ） 

路面状況  アスファルト・コンクリート・砂利・砂・土・他 

設置管種  設置管口径  形 式 TG1・TG2・TG3 

圧 力 高 ・中 ・ 低 Mg 陽極有無 有・無 ボックス型式  

発 注 番 号 H. 年 NO. 竣工年月日 H. 年 月   

－位置図－ 

            履         歴 （修理・その他） 

年 月 記     事 検 閲 者     報 告 者     

    

    

    

 

型 式 を 記 入 。

52HK など。 



消火栓台帳 

図郭番号  台帳整理番号 ＶＨ． 図面位置  

所 在 地   

施工者名   局 監 督 者 名   

路 線 名   設 置 箇 所 車道・歩道・路肩・他 

道路区分  国道・県道・市道・私道・農道・私有地・その他（      ） 

路面状況  アスファルト・コンクリート・砂利・砂・土・他 

型 式 地下式 ・ 地上式 ・ 多雪型 副 弁 有 無 有 ・ 無 

消火栓型式   メ－カ－名  仕 切 弁 有 無 有  ・  無 

ボックス型式   発 注 番 号 H. 年 NO. 竣 工 年 月 H. 年 月 

－位置図－ 

            履         歴 （修理・その他） 

年 月 記     事 検 閲 者     報 告 者     

    

    

    

地下式消火栓設置の場合

のみ記入。 

形式と規格寸法を記入。 

例.角型ﾎﾞｯｸｽ（650*550） 

カタログに記され

ている型式を記

入。 



ガス・水道 管橋台帳 

図郭番号  台帳整理番号 FW. 図面位置  

所 在 地   

施工者名   局 監 督 者 名   

河 川 名  

工作物名称  

管 種   口 径    延 長  

防食・防護

処 置 方 法 
ＦＲＰ・保温（      ）・保護管のみ・塗装・なし 

伸縮管型式  ﾒ－ｶ－名  
伸縮可とう設

備 有 無 
有・無 

発注番号 H. 年 NO.  竣工年月 H. 年 月  

－位置図－ 

            占  用  記  録  

占 用 目 的  占 用 面 積   

申請年月日  占用申請先  

占 用 期 間  許 可 番 号  

占 用 料  許可年月日  

更新申請年月日  
許 可 番 号  

備 考 

保温材質を記

入。例.ステン

レス鋼材など 

ガス・水道管単

独橋について作

成。 

両端支持パイプビ－ム・連続

支持パイプビ-ム・補剛パイ

プビ-ム（トラス補剛）・専用

橋・共用橋・等 

カタログに記され

ている型式を記

入。 



空気弁台帳 

図郭番号 － 台帳整理番号 VA. 図面位置 － 

所 在 地   

施工者名   局 監 督 者 名   

路線・河川名   設 置 箇 所 車道・歩道・路肩・河川・用水 

道路区分 国道・県道・市道・私道・農道・私有地・河川用水（     ） 

弁 種   弁体口径    接 続 形 式 フランジ・ネジ 

形 式 双口・単口 副弁有無 有 ・ 無 ﾒ － ｶ － 名  

防食・防護

処 置 方 法 
ＦＲＰ・保温（      ）・保護管のみ・塗装・なし 

ボックス型式  発注番号 H. 年 NO. 竣 工 年 月 H. 年 月 

－位置図－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            履         歴 （修理・その他）  

年 月 記     事 検 閲 者     報 告 者     

    

    

    

空気弁・小型空気弁・

急排空気弁 FCD・等 

 

空気弁用ﾎﾞｯｸｽを設置した場

合のみ記入。 

形式と規格寸法を記入。 

例.角型ﾎﾞｯｸｽ（650*550）等 



 

逆止弁台帳 

図郭番号  台帳整理番号 ＶＣ． 図面位置  

所 在 地   

施工者名   局 監 督 者 名   

路 線 名   設 置 箇 所 車道・歩道・路肩・他 

道路区分  国道・県道・市道・私道・農道・私有地・その他（      ） 

路面状況  アスファルト・コンクリート・砂利・砂・土・他 

弁 型 式  弁体口径  メ － カ － 名  

管 外 面 状 況 

（被服等の良否）  ボックス型式  発 注 番 号 H. 年 NO. 

竣 工 年 月 H. 年 月    

－位置図－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            履         歴 （修理・その他） 

年 月 記     事 検 閲 者     報 告 者     

    

    

    

 

カタログに記され

ている型式を記

入。 

新設管に設置の場合は記入不要。

既設管に設置した場合は面食ま

たは、孔食あり・なしを記入。 

逆止弁ﾎﾞｯｸｽを設置した

場合のみ記入。形式と規

格寸法の記入 



減圧弁台帳 

図郭番号  台帳整理番号 ＶＬ． 図面位置  

所 在 地   

施工者名   局 監 督 者 名   

路 線 名   設 置 箇 所 車道・歩道・路肩・他 

道路区分  国道・県道・市道・私道・農道・私有地・その他（      ） 

路面状況  アスファルト・コンクリート・砂利・砂・土・他 

弁 型 式  弁体口径  
設 定 圧 力 

（ 1 次 側 ） 
 

設 定 圧 力 

（ 2 次 側 ）  メ－カ－名  
管 外 面 状 況 

（被服等の良否）  

ボックス型式  発 注 番 号 H. 年 NO. 竣 工 年 月 H. 年 月 

－位置図－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            履         歴 （修理・その他） 

年 月 記     事 検 閲 者     報 告 者     

    

    

    

 

カタログに記され

ている型式を記

入。 

新設管に設置の場合は記入不要。

既設管に設置した場合は面食ま

たは、孔食あり・なしを記入。 

減圧弁ﾎﾞｯｸｽを設置した

場合のみ記入。形式と規

格寸法の記入 
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主任技術者

施工場所 上越市　○○○　地内

工事名 第○-○号　ガス水道管布設工事 工事順席 開始時間

○月○日

8：50～9：00
9：00～9：10

　　 9:40

～

　　　　　　　15:30

15：45～16：00
16:00

良・否 良・否 摘要

1 良(10/30) 6 良
使用無線

2 良(10/30) 7 良

3 良 8 良

4 良 9 良

5 良

管内圧力再確認後、切替作業開始。

サイレンサー・活性炭を使用のうえ、既設水取器より管
内圧力を降圧。越しガス無確認。

ノーブロー工法にてガスバック①～⑥の順に挿入→放
散管設置→管切断・接続→X線OK→放散管撤去→ガ
スバックを①②の内圧確認後、⑤⑥③④の順に撤去。
①をゆっくり外しながらⅠ・Ⅱにて管内低圧エアパージ
→完了後②を撤去→PTプラグ設置→バイパス管、保
圧ガバナ撤去→PTプラグ設置・溶接。

9：10～9：40

PTソケット設置、穿孔。
保圧ガバナ設置及び稼働。圧力監視継続。
バイパス管の設置。

事前調査
中圧バルブ開閉状況○全開…B1,B2,B3○全閉…B4

耐圧気密立会(○/○)・塗膜抵抗検査(○/○)

中圧Aライン(420kpa)

○○係と事前打合せ(○/○)
施工日時

建設課長　　　　　副課長　　　　　係長　　　　　担当者

維持管理課長　　　　　副課長　　　　　係長　　　　　担当者

中圧ガス本管接続工事計画(案)
建設課　建設第○係

作業手順

B2除開しながら、既設水取器にて昇圧確認後、全開。
溶接個所の漏えい確認。完了後、防食作業。

15：30～15：45

作業者作業内容

停止テスト(○/○)・・・B1全閉

切替当日
現地集合、作業手順確認、各現場配置
B1、B2の順に全閉。圧力監視。

作業後中圧バルブ開閉状況

施工者

立会者

令和 ○○ 年 ○○ 月 ○○ 日(○)　9：00～16：00頃まで

○○○○会社

建設課建設第○係　維持管理課○○○係

ガスバック12本(予備込)

ノーブロー工具　4組

ガス濃度計　1台 保圧ガバナ一式

消火器　4本

全開・・・B1,B2，B3

現場確認

バルブ(位置・操作)確認

バルブハンドル　1組 溶接者　2名

作業完了
B1除開から全開。

全閉・・・B4

事前準備

項目 項目

切替当日に施工する新設管 赤の実線

切替前に布設してある新設管 赤の点線

既設管 青の実線

既設管で切替後不要管となる 青の点線

その他 黒の実線

◎工事概要

・新設中圧ガス管布設完了のため、既設管との接続工事を行う。

・新設中圧管はバイパス弁まで通ガスを行う。

ガス圧力計

Ⅰ・エアーパージ

バイパス弁1次側

管内圧力放散

既設水取器1

3

5

2

4

6

Ⅱ・エアーパージ

3-5 作成例



3-6 放射線検査配管図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

※ 仮遮断は、両ガス時のみ実施する。片ガス時は行わないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮 遮断圧力 測定手順 書 

工  程 作 業 手 順 留 意 点 

1.事前調査・確認 
・バイパス管のバルブ「V１・V２・V３・V４」がすべて全開であるこ

とを確認する。 

・Ｖ3 バルブは設置し

なくても良い。 

2.遮断前の圧力測定 
・上流及び下流側に取付けた二口ガス栓にマノメーター等を取付け、

圧力を測定する。 
 

3.ガスバックの挿入 
・圧力計の A と B を常時監視しながら、ガスバック①及び②をノーブ

ロー工法にて挿入し、圧力計 A と B の圧力変動の有無を確認する。 
 

・圧力計 A と B にて圧力降下がないことを 10 分間確認（圧力降下が見られなくても 10 分間は圧力監視を行う。） 

※ 圧力計が「継続して降下する場合、又は上流・下流側の圧力差が 0.5kPa 以上ある場合」には直ちにガスバックを

取外し、原因を究明するとともに工法検討を行う。 

4.仮遮断による圧力

測定 

・圧力計 A と B を常時監視しながら V１バルブを徐々締切り、V１バ

ルブを完全に遮断した状態で 10 分間圧力監視を行う。 

・圧力の低いバルブを

徐々に閉止する。 

・圧力計 A 及び B のいずれかが 1.8kPa を保持できないときは、直ちに作業を中断して V１バルブを全開にしてガスの

流れを回復させる。その後、圧力降下の原因の究明を行う。 

5.ガス放出による圧

力低下確認 

・二口ガス栓 A 及び B を圧力監視しながらガスを 1 分間放出後にガ

ス栓を閉め、放出前の圧力に戻ることを確認する（2 回繰り返す。） 

・カス栓はヒューズ機

能がないものを設

置する。 

・放出前のガス圧に戻るまでに時間を要する場合は、異常が考えられるので、原因の調査を行う。 

6.バイパス管への通

ガス 

・圧力が戻ることを確認した後、Ｖ１バルブ全開しバイパス管供給に

切替える。 
 

7.遮断完了・切断開始 
・ガスバック③及び④を挿入してガスの遮断を完了。既設管の切断を

開始する。 
 

３－７ 仮遮断圧力測定作業手順書 

 バイパス管 

圧 力 計 Ａ 
（マノメーター、
又は水柱ゲージ）

ガス圧【高側】 ガス圧【低側】 

二口ガス栓Ａ 二口ガス栓Ｂ 

ガスバック ガスバック 
切断箇所 

工事箇所 

Ｖ１ 

Ｖ２ 

Ｖ３

Ｖ４

１ ４ ３ ２ 

圧 力 計 Ｂ 
（マノメーター、
又は水柱ゲージ）

① ② ③ ④ 



 

 

※ 仮遮断は、両ガス時のみ実施する。片ガス時は行わないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮 遮断圧力 測定手順 書 

工  程 作 業 手 順 

1 . 事 前 調 査 ・ 確 認 ・バイパス管のバルブ「V１・V２・V３・V４」がすべて全開であることを確認する。 

2 . 遮 断 前 の 圧 力 測 定 ・上流及び下流側に取付けた二口ガス栓にマノメーター等を取付け、圧力を測定する。 

3 . ガ ス バ ッ ク の 挿 入 
・圧力計の A と B を常時監視しながら、ガスバック①及び②をノーブロー工法にて挿入し、

圧力計 A と B の圧力変動の有無を確認する。 

・圧力計 A と B にて圧力降下がないことを 10 分間確認（圧力降下が見られなくても 10 分間は圧力監視を行う。） 

※ 圧力計が「継続して降下する場合、又は上流・下流側の圧力差が 0.5kPa 以上ある場合」には直ちにガスバックを

取外し、原因を究明するとともに工法検討を行う。 

4.仮遮断による圧力測定 
・圧力計 A と B を常時監視しながら V１バルブを徐々締切り、V１バルブを完全に遮断し

た状態で 10 分間圧力監視を行う。 

・圧力計 A 及び B のいずれかが 1.8kPa を保持できないときは、直ちに作業を中断して V１バルブを全開にしてガスの

流れを回復させる。その後、圧力降下の原因の究明を行う。 

5.ガス放出による圧力低

下確認 

・二口ガス栓 A 及び B を圧力監視しながらガスを 1 分間放出後にガス栓を閉め、放出前の

圧力に戻ることを確認する（2 回繰り返す。） 

・放出前のガス圧に戻るまでに時間を要する場合は、異常が考えられるので、原因の調査を行う。 

6.バイパス管への通ガス ・圧力が戻ることを確認した後、Ｖ１バルブ全開しバイパス管供給に切替える。 

7 .遮断完了・切断開始 ・ガスバック③及び④を挿入してガスの遮断を完了。既設管の切断を開始する。 

 バイパス管 

圧 力 計 Ａ 
（マノメーター、
又は水柱ゲージ）

ガス圧【高側】 ガス圧【低側】 

二口ガス栓Ａ 二口ガス栓Ｂ 

ガスバック ガスバック 
切断箇所 

工事箇所 

Ｖ１ 

Ｖ２ 

Ｖ３

Ｖ４

１ ４ ３ ２ 

圧 力 計 Ｂ 
（マノメーター、
又は水柱ゲージ）

① ② ③ ④ 

３－７ 仮遮断圧力測定作業手順書 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バ イパス配 管及びエ アーパー ジ手順書 

作 業 手 順  

1．穿孔後、ノーブローバックを着装し穿孔刃先を外し、Ｖ2・Ｖ4 バルブ（閉）を取付ける。 

2．バイパス立管を取付けバイパス配管を行い、Ｖ1・Ｖ3 バルブを全開にする。 

 3．上流及び下流側に取付けた二口ガス栓にマノメーター等を取付ける。 

4．Ｖ4 バルブを全開にし、バイパス管内にガスを充填後、Ｖ4 バルブを全閉にしバイパス管内の洩れを確認する。 

（圧力計ＡとＢにて） 

 5．Ｖ4 バルブを全開にし、二口ガス栓Ａにてエアーパージを行い、ガス濃度 100％を確認後、Ｖ4 バルブを全閉。 

 6．Ｖ2 バルブを全開にし、二口ガス栓Ｂにてエアーパージを行い、ガス濃度 100％を確認後、Ｖ4 バルブを全開。 

 7．バイパス管のバルブ「Ｖ1・Ｖ2・Ｖ3・Ｖ4」がすべて全開であることを確認する。 

 バイパス管 

圧 力 計 Ａ 
（マノメーター、
又は水柱ゲージ）

ガス圧【高側】 ガス圧【低側】 

二口ガス栓Ａ 二口ガス栓Ｂ 

切断箇所 

工事箇所 

Ｖ１ 

Ｖ２ 

Ｖ３

Ｖ４

圧 力 計 Ｂ 
（マノメーター、
又は水柱ゲージ）

  

 

３－８ バイパス配管及びエアパージ手順書 



ガス主任技術者 保安統括者 副保安統括者 保安主任者 監督員

施　工　日　時

工　　事　　名

施　工　場　所

氏　　　　　名

1 〇〇　〇〇

2 〇〇　〇〇

3 〇〇　〇〇

4 〇〇　〇〇

5 〇〇　〇〇

6

〇〇　〇〇

〇〇　〇〇

工　具　名 サイズ 数量 単位

ガスバック FCDφ100 4 個

ガスバック ＰＥφ100 4 個

ガスバック PＬPφ100 － 個

ノーブローバック 100用 4 組 　破損の有無をチェックする

バイパス管 φ50 2 組 　破損の有無をチェックする

マノメーター ﾁｬﾝﾊﾞ式 4 個 　ゲージ誤差、ホースの破損をチャックする 1 ： ：

切断カッター
鋳鉄管用

φ100
2 基 2 ： ：

切断カッター
ﾎﾟﾘ管用
φ100

2 基 3 ： ：

放散管 φ50 4 本 　破損の有無をチェックする 4 ： ：

ガス高濃度計 XP314 2 基 5 ： ：

半導体ガス検知器 XP702 2 基 6 ： ：

漏えい検知液 発泡式 2 本 7 ： ：

消火器
粉末(ABC)

5kg
2 本 8 ： ：

施工会社名　　株式会社　　〇〇設備工業　　㊞

　第　　－　　号　ガス水道管入替　工事

　上越市　　　　　町　　丁目　　　地　内

ガス工事士資格

　供給ガスにて正常に作動することを確認
　電池電圧（バッテリー）をチェックする

　検漏専用発泡液を余分に用意する

　ABC火災用  5kｇ以上
　使用期限をチェックする

～

～

～

～

～

現場代理人 主任技術者

ガス本支管結び工事の施工計画及び施工体制表

工事概略図（立体図）　　　＊この施工体制表を切替工事前に社内で打合せし、工事現場に持参すること。すべての作業をノーブロー工法で作業すること。　令和　2年11月30日（月）午前 ・  午後　9：00　～　11：30

～

～

上記のとおり施工します。（上記の体制がそろわない場合は、安全のため切替作業を中止します。）

作業責任者 上越　□□□

～

配　管　工　及　び

溶　接　者　上　級

資　　格　　者　 が

リ ー ダ ー と な る

　パ ー ジ 及 び 漏 え い 検 査 確 認 者 名

　バイパス管等工事時の保安ガス圧力監視記録者名

　使用数量の2倍を用意する
　破損の有無をチェックする

工事前工具のチェック状況

　使用数量の2倍を用意する
　破損の有無をチェックする

第１種内管工事士

第１種内管工事士

第１種内管工事士

第１種内管工事士

第１種内管工事士

切　　　　替　　　　手　　　　順 施工時間

　予備を用意する
　破損の有無をチェックする

　予備を用意する
　破損の有無をチェックする

　供給ガスで100％まで振れるか確認する
　バッテリーの有無をチェックする

切替前に布設してある本設管 緑の点線

切替当日に施工する仮設管 緑の実線

切替前に布設してある仮設管 緑の点線

既設管 青の実線

既設管で切替後不要となる管 青の点線

切替当日に施工する本設管 赤の実線

その他 黒の実線

３－９ バイパス配管及びエアパージ手順書


